
● 相原地区資源ごみ処理施設連絡会（第 1回）でのご意見・ご要望 

 
議 題：第１回 相原地区資源ごみ処理施設連絡会 
日 時：2013年 10月 19日（土）18時～19時 30分 
場 所：都営武蔵岡団地 第二集会所 
出席者：委 員／青木宏之委員、江田龍巳委員、井上正行委員、平山冨士雄委員 
    参考人／井川光夫（相原町大戸町会長） 

事務局（町田市）／ 

内山重雄 環境資源部長、田後眞人 循環型施設建設担当部長 
古木環境資源部次長、新海環境政策課主査、水島循環型施設整備課長、 

窪倉３Ｒ普及担当課長、田中３Ｒ推進課担当係長、山田資源循環課長、 

高田循環型施設整備課担当係長、深澤循環型施設整備課担当係長、 

柳川循環型施設整備課主事、久保循環型施設整備課主事、 
コンサルタント（日建設計）／ 
金井担当、小平担当 

傍聴者：４名 

 
議題１：地区連絡会について 

意 見 回答・今後の対応 

・意見の結果の公表はホームページでとの
ことだが、ホームページは万能ではない
し、常に見ているとも限らない。別の広
報の仕方についても検討してほしい。 

・御指摘のとおり、ホームページはご覧に
なっていない方もたくさんいらっしゃい
ますので、なるべく多くの手段を使って、
一般にお知らせしていきたいと考えてお
ります。 

 
議題２：循環型施設整備計画について 

意 見 回 答 

・2020年度までにごみ量を４０％削減とい
うことだが、現状、４０％の削減を達成
できている自治体はあるのか。また、４
０％という数値が高いのか低いのかもよ
く分からない。 

・バイオガス化を行うなども合わせて、現
状の技術で実現可能な数値なのか。 

・資源化施設を作る際には、施設規模の決
定のために、資源化協力率というものを
設定します。多くの自治体では５０％で
みています。 

・４０％削減はかなり高い数値ですが、今
後のごみの減量を鑑みて、市民の方にご
協力いただきながら、この程度の数値ま
では持っていくという方向性で市は考え
ております。 

⇒本日、資料を用意しております。 
・ 生ごみの発生抑制目標が５０００トン

減となっており、割合が高い。技術的な
問題というというよりも個人の意識の
問題であり、かなり努力しないと（達成
が）難しいように感じる。 

・ 既にかなりの市民が生ごみ量削減を実
践していると思う。生ごみの水切りは現
在でも十分に行っており、さらに圧縮す
るには各家庭に圧縮機のようなものが
ないと難しいのではないか。 

・かねてより、具体的なごみの減量方法や
大型生ごみ処理機について、町内会や自
治会に出向き、説明しております。 

・集合住宅では、大型生ごみ処理機を、家
庭向けには家庭用生ごみ処理機を、補助
金制度も併せて説明して、減量化につい
てご説明しております。 
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議題２：循環型施設整備計画について（前ページのつづき） 

意 見 回 答 

・２０１１年度からの基本計画検討委員会
の委員の選定はどのように行われたの
か。その時点で、町内会、連合町会の方
に話があって委員を推薦しているという
ことか。 

・基本計画検討委員を各地区から選定する
際には、候補地については白紙でした。 

・（検討委員の構成は）市民代表という形で
町内会・自治会連合会長から推薦いただ
いた方と、公募の３名、学識経験者、事
業者の方の、計１９名でした。 

・市の西側エリア（堺地区）からは小山地
区の方に委員として出席していただきま
した。 

・ 相原地区に資源化施設を作る話になっ
ているのに相原地区の人は委員に入っ
ていなかったのか。 

・基本計画検討委員会を立ち上げる際には、
まだ候補地は白紙の状態でした。 

・１次から３次と候補地選定を進めていく
中で相原が候補になりましたが、候補地
になった地区の代表に委員を変更すると
いう進め方はできないため、委員会の終
了まで、相原を含めた堺地区の委員は、
小山地区から選出された方であるという
状態になりました。候補地となった他地
区についても、同様の対応で委員会を進
めました。 

 
議題３：これまでに頂いている意見の紹介 

意 見 回 答 

・ （連絡会発足前の）意見としては、ガー
ドレールなど、道に関する要望が多いよ
うに思うが、資源ごみ処理施設へはどこ
から進入するのか。 

⇒今後、ご意見を踏まえ検討いたします。 

・有害ごみ保管場所という表現は、誤解を
与えるので、乾電池、蛍光管等保管場所
など表現を注意した方がいい。 

⇒貴重なご意見ありがとうございます。 
 今後、ご意見を踏まえ対応いたします。 

・様々な意見要望が出ているが、これら建
設に当たっての対応は、いつどのように
行うのか。 

・新たに出てくるご意見についても、市役
所の中に設置された「推進本部」におい
て、検討して方向性を出していきます。
今後も、自治会・町内会からのご意見は
集約していきます。 

⇒本日、資料を用意しております。 
 
 
議題４：今後のスケジュールについて 

意 見 回 答 

・委員は人が替わってもよいのか、それと
も継続の方がよいのか。 

・任期中に替わる理由があれば、それも考
えられます。また、任期終了後には、次
の方に引き継いでいただくことも、継続
して頂くことも可能です。 

・ワークショップは住民が参加しやすいよ
う、日曜日で開催願いたい。 

・なるべくご希望に沿えるよう、早目に日
程調整を行い、皆様にご出席いただける
よう配慮致します。 
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